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（単位：千円）

現計予算額 補正額 補正後の予算額 備　　　考

61,729,000 1,855,000 63,584,000

国民健康保険事業 13,231,821 △ 18,815 13,213,006

介護保険事業 13,068,895 18,222 13,087,117

後期高齢者医療事業 3,602,337 135,091 3,737,428

水道事業 3,463,614 △ 72,380 3,391,234

下水道事業 3,524,831 △ 163,277 3,361,554

病院事業 12,529,924 130,115 12,660,039

1,883,956

《一般会計》
　（歳入）

金　　額

＊ 地方交付税（普通交付税） 502,959

＊ 国庫支出金　

790,800

＊ 寄附金

○一般寄附金 901,800

＊ 繰入金

〇ふるさと応援基金繰入金 64,022

　（歳出）

金　　額

＊ 1,091,293

＊ 431,877

＊ 310,000

ふじのみや寄附金　ほか

基金積立金

財政調整基金    　　　　　　419,045
減債基金  　　　　　　　　　　164,797
ふるさと応援基金 　　　　　 110,330
庁舎整備基金　　　　　　　　100,294
社会福祉施設整備基金　　100,000
職員退職手当基金　　　　　100,000
森林環境基金　　　　　　　　　84,652
土地取得基金　　　　　　　　　10,552
ほか各基金の運用による利子等の積立ての追加

ふじのみや寄附金事業
ふじのみや寄附金に対する返礼に係る報償費、郵便
料、手数料等の追加

プレミアム付商品券事業
プレミアム付商品券事業の実施に係る実行委員会補
助金の追加

交付額の決定による追加
（補正後の予算額 3,919,611千円）

○物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

プレミアム付商品券事業等に対する特定財源の追加

交付額の決定による追加
（補正後の予算額1,902,432千円）

項　　　　　目 説　　　明

特
別
会
計

企
業
会
計

計

３　補正の主な内容

項　　　　　目 説　　　明

令和６年度２月補正予算の概要

１　補正予算の概要（一般会計）

　今回の補正予算は、年度末に向け、予算の執行状況及び収入状況を把握する中で、決算見込みによ
る歳入歳出の補正を行うほか、事業の進捗状況により本年度内の完了が困難な事業については、繰越
明許費の設定を行いました。
　まず、歳入では、普通交付税の追加のほか、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金、ふじのみ
や寄附金の追加、国・県補助事業の内示・決定に伴う特定財源の補正などにより財源を措置しました。
　また、歳出では、物価高騰等の影響を受けている市民及び市内事業者を支援するため、本市独自で実
施する経済対策事業に係る経費を措置いたしました。
　さらに、公共工事の施工時期の平準化に伴う債務負担行為の設定を行いました。

２　補正する会計及び補正額

会　計　名

　一　般　会　計



《特別会計》

(1) 国民健康保険事業特別会計

(2) 介護保険事業特別会計

(3) 後期高齢者医療事業特別会計

《企業会計》

(1) 水道事業会計

(2) 下水道事業会計

(3) 病院事業会計

　資本的支出：管渠・取付管布設等工事費の減額等

　収益的収入：協定締結医療機関設備整備に係る県補助金の追加

　収益的支出：医療器械器具購入費の追加等

　収益的支出：動力費の減額等

　資本的収入：企業債の減額等

　資本的支出：受託工事費の減額等

　収益的収入：一般会計負担金の減額等

　収益的支出：動力費の減額等

　資本的収入：企業債の減額等

　歳入：一般会計繰入金、国保連合会返納金の減額

　歳出：保険給付費の追加、保険事業費納付金の減額等

　歳入：国庫支出金、一般会計繰入金の追加等

　歳出：人件費の追加等

　歳入：後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金の追加等

　歳出：広域連合納付金の追加等

　収益的支出：人件費、材料費の追加等



　

　

(単位：千円）

令和７年度 令和６年度 比較増減

58,470,000 52,700,000 5,770,000

北山財産区 29,000 22,000 7,000

国民健康保険事業 12,936,000 13,103,000 △ 167,000

上井出区財産区 30,000 27,000 3,000

猪之頭区財産区 38,000 35,000 3,000

根原区財産区 10,000 12,000 △ 2,000

介護保険事業 12,120,000 12,060,000 60,000

後期高齢者医療事業 3,811,000 3,537,000 274,000

水道事業 3,477,991 3,466,853 11,138

下水道事業 3,437,361 3,524,352 △ 86,991

病院事業 12,568,303 12,356,545 211,758

106,927,655 100,843,750 6,083,905

２　当初予算会計別予算規模

会　　計　　名

一　般　会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

計

令和７年度当初予算の概要

１　当初予算の概要（一般会計）

令和７年度の予算は、景気が緩やかに回復し、雇用・所得環境が改善する中、個人消費も持ち直
しの動きがみられるなど、日本経済が総じて回復傾向にある一方、原油価格及び物価高騰が長期化
し、地域経済や市民生活への甚大な影響が続く中、今後の地方の経済及び財政の見通しが不透明
な状況において編成することとなりました。

こうした中、本予算の編成に当たり、市税や県税に連動する交付金の推計は、引き続き困難な状況
であることに加え、人口減少・少子化対策、子育て支援策の充実、自治体のＤＸ推進など、多くの課
題を抱えながらも、中長期的な視点に立ち、財政の健全性に配慮しつつ、財政調整基金等を有効
に活用し、本市が発展を続けるための予算を措置いたしました。

また、令和７年度は、第５次富士宮市総合計画の最終年度であり、現行計画の総仕上げの年であ
ると同時に、令和８年度からスタートする新しい総合計画に、加速した状態でバトンをつなぐことがで
きるよう、社会経済環境の変化に対応するための事業や令和７年度目標値の達成を目指す事業に、
優先的に取り組む必要があります。

そのため、事業の緊急度や優先度を見極め、選択と集中を図るとともに、限られた財源を有効的か
つ効果的に活用することにより、将来世代に過度な負担を残さないよう予算編成に努めました。

その結果、一般会計の当初予算額は、前年度当初予算額と比較して、５７億７，０００万円、１０．
９％増の５８４億７，０００万円となりました。



　　《特別会計》

(1) 北山財産区特別会計

北山財産区の管理運営に係る予算

(2) 国民健康保険事業特別会計

国民健康保険事業の運営に係る予算

　　歳入：国民健康保険税、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、保険事業費納付金（医療給付費、後期高齢者支援金等、介護納付金）等

(3) 上井出区財産区特別会計

上井出区財産区の管理運営に係る予算

（4） 猪之頭区財産区特別会計

猪之頭区財産区の管理運営に係る予算

(5) 根原区財産区特別会計

根原区財産区の管理運営に係る予算

(6) 介護保険事業特別会計

介護保険事業の運営に係る予算

　　歳入：介護保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、一般会計繰入金等

　　歳出：保険給付費、地域支援事業費等

(7) 後期高齢者医療事業特別会計

後期高齢者医療事業の運営に係る予算

　　歳入：後期高齢者医療保険料、一般会計繰入金等

　　歳出：後期高齢者医療広域連合納付金等

　　《企業会計》

(1) 水道事業会計

　 収益的収入：上水道給水収益等

収益的支出：水道施設の維持管理経費等

資本的収入：企業債、給水装置新設等に伴う加入金、受託工事負担金、一般会計繰入金等

資本的支出：水道施設の新設・改良（耐震化、老朽化対策等）に係る経費、企業債償還元金等

(2) 下水道事業会計

収益的収入：下水道使用料、一般会計繰入金等

収益的支出：下水道施設の維持管理経費等

資本的収入：企業債、一般会計繰入金、受益者負担金等

資本的支出：管路及び処理場の整備費、企業債償還元金等

(3) 病院事業会計

　 収益的収入：入院収益、外来収益、一般会計繰入金等

収益的支出：病院事業運営全般に要する経費

資本的収入：企業債、一般会計繰入金等

資本的支出：医療機器購入費、企業債償還元金等

３　一般会計以外の当初予算の概要



令和７年度当初予算語呂 

 

当初予算額 ５８４億７,０００万円 

語   呂 ５次総のゴ
５

ールに恥じな
８ ４ ７

い予算 

説   明 
令和７年度は、 

第５次富士宮市総合計画の最終年度 

 


